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　平成３０年６月２１日（木）に第２１回大学博物館等協議会が、翌日の
２２日（金）に第１３回日本博物科学会が香川大学幸町キャンパスで開催
され、鉱業博物館からは今井忠男鉱業博物館長、西川治国際資源学研究科
講師、佐藤光沙職員が参加しました。今回の大会には大学博物館や国立博
物館関係者約１００名が参加しました。協議会の今回のテーマは「大学博
物館と地域との連携」で、ＮＰＯ法人と大学、生涯学習施設が協力して行っ
ている地域との連携など、３件の発表がありました。日本博物科学会では、
教育、展示、研究のセッションで、１７件の口頭発表が行われた他、７件
のポスター発表がありました。
　次回は秋田大学が当番校になっており、会議では今井鉱業博物館長から、
開催日程のお知らせと参加の呼びかけがありました。今回の会議では、事
務局や当番校のスタッフと交流し、来年度の大会を運営するために参考に
なる多くの情報が得られました。　　　　

第２１回大学博物館等協議会・第１３回日本博物科学会に参加第２１回大学博物館等協議会・第１３回日本博物科学会に参加

秋田大学オープンキャンパスに
あわせて無料開放いたします。
ぜひ、ご来館ください !

９︓００～１６︓００

７月２８日（土）
７月２９日（日）

鉱業博物館無料開放予定

　幸町キャンパス内には香川大学博物館があります。大会二
日目には、香川大学博物館長寺林氏に案内していただき、展
示室と保管庫を視察しました。平成２０年に開館した新しい
博物館ですが、各学部から集められた動物、植物、地学、考古学、
工学、医学など幅広い分野の標本を見ることができます。寺
林館長からは、小規模で展示資料も十分ではなく、スタッフ
も不足しているなか、知恵を絞って博物館の活動をしている
ことを伺いました。また、過去に行った特別展のポスター展
示や、移動式標本庫での標本管理について説明を受けました。
　鉱業博物館との交流では、平成２８年に香川大学博物館で
開催された「ハチの世界」展に合わせて、鉱業博物館で採取
された８０ｃｍにも達する大きなキイロスズメバチの巣を寄
贈しています。また、平成２９年に寺林館長が来館された際
には、過去に高松市にあり、現在は鉱業博物館に展示してい
る「高松伏石鉱物館」の鉱物標本コレクションを展示する計
画について話し合いました。
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 しました香川大学博物館を視察

初代秋田大学学長 佐野秀之助氏の妻 幸氏製作  　
　モザイク画 が寄贈されました
初代秋田大学学長 佐野秀之助氏の妻 幸氏製作  　
　モザイク画 が寄贈されました
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只今展示準備中︕

　平成３０年５月２８日（月）新制大学発足（昭和２４年）後の初代秋田大学

学長 佐野秀之助氏（昭和２５年～昭和３０年 就任）のご親族から、佐野氏の妻 

幸氏が製作した絵画が寄贈されました。絵画は縦約６０㎝、横約１００㎝のタ

イルモザイク画で、鉱山で作業する鉱夫の姿が描かれています。

　また、生前、秀之助氏が海外勤務先から自宅へ送った絵葉書や写真、研究に

関連する記事が掲載された新聞の切り抜きなど、貴重な資料も寄贈されました。

モザイク画と資料は、只今展示に向けて準備作業を進めております。日程が決

まりましたらミニミニマインズでお知らせします。

臨時休館のおしらせ
９月１日（土）

終日休館させていただきます。
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８月は毎日開館して
おります

ご来館をお待ちして
おります︕

次号のミニミニマインズは９月末発行予定です。

　当館では、アンモナイト化石標本を多数展示しています。これらは、本学の
前進である秋田鉱山専門学校探鉱科を卒業し、北海道炭礦汽船株式会社で活躍
された八木孝橘氏（故人）が北海道各地の白亜紀の地層から収集されたもので
す。
　特に、１９７３年に八木氏が北海道夕張市登川地区で発見したアンモナイト
化石（Pseudokossmaticeras yagii Ｍatsumoto）は、１９９０年、松本達
郎九州大学名誉教授（故人）によって、完模式標本（その種の定義として国際
的に参照される最も重要な、世界唯一の標本）に指定され、新種記載されました。
　八木コレクションのコーナーでは、「異常巻き」とよばれる巻きが解けた種
の標本など貴重な標本を見ることが出来ます。２階展示室で常設展示しており
ますので、ぜひご覧ください。　

完模式標本 Pseudokossmaticeras yagii
殻体の最大径は 9.3 ㎝

２階 地球生命史コーナー内に
八木コレクションの標本を展示しています

アンモナイト化石 完模式標本

Pseudokossmaticeras　yagii

かんもしき

シ ュ ー ド コ ッ サ マ テ ィ セ ラ ス ヤ ギ

館内標本紹介館内標本紹介

　※どちらか一方のご参加でも結構です。 皆様のお越しをお待ちしております。 　

入館・聴講ともに無料

　

平成３０年度 第１回鉱業博物館開放講座
ファラデーに魅せられて（４）
「ロウソクの科学」を読む（その１）
日　時　平成３０年８月２日（木）

　　　　１５：００～１６：００

講　師：金児 紘征 氏（秋田大学名誉教授）

会　場：鉱業博物館　３階　講堂

平成３０年度 第２回鉱業博物館開放講座
ファラデーに魅せられて（５）
「ロウソクの科学」を読む（その２）
日　時　平成３０年８月９日（木）

　　　　１５：００～１６：００

　　　　

事前申し込み不要
開催の
おしらせ

鉱業博物館開放講座

その１ 　当館では、予約制・無料で館内見学のガイドを付けることがで
きます。そのガイドを務めているのがＳＶの皆さんです。お客様
からは、標本について深く知ることができた、疑問点について説
明してもらって良かった、などの感想もいただき大変好評です。
　写真は、６月１８日（月）、団体見学客をご案内したときのも
のです。

　平成３０年５月２１日（月）、鉱業博物館サイエンス
ボランティア（以下ＳＶ）の皆さん９名が、博物館外の
清掃作業を行いました。作業は、坂の両側に立つ桜から
散った花びらや、落ちた枝の掃除、除草などで、約２時
間掛けて作業を終えました。ご協力ありがとうございま
した。

当館の館内案内を希望される方は、１週間前までに下記
連絡先までご連絡ください。

ＴＥＬ　:０１８－８８９－２４６１
            （土日祝除く９時～１６時）
E-mail：w3admin@mus.akita-u.ac.jp

鉱業博物館サイエンスボランティア活動紹介

ご家族で！
お一人で！

団体で！
ご家族で！

お一人で！

団体で！ガイド付きの見学予約について

鉱業博物館 事務室

館外の環境整備

館内のガイドその２

とてもきれいになり
ました

ご協力ありがとう
ございました


